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2017 年７月 18 日 

15～34 歳の恋愛と男女交際 

- 男女交際・結婚に関する意識調査より - 

株式会社明治安田生活福祉研究所（社長 木島 正博）は、2017 年 3 月に、全国の 15～34

歳の男女 10,304 人を対象に、「男女交際・結婚に関する意識調査」を実施しました。10代

後半は高校生と大学生等（大学・大学院・短大・専門学校）を調査対象とし、20代前半では

未婚の社会人と大学生等を調査対象としています。さらに 20代後半～30代前半のアラサー

世代では未婚・既婚の社会人を調査対象としています。 

本リリースでは、恋愛や男女交際への意識と実態について、調査で明らかになった最新

の状況をご紹介します。 

＜ 主 な 内 容 ＞ 

○アラサー（25～34 歳）の
男女   

結婚と交際とは別 

男性 ４人に１人   

女性 ６人に１人 

○30代前半男性が 
交際経験がない理由 

どのように交際すれば 
よいかわからない    35.0％ 

                                                                                              

恋愛に全く関心がない 32.3％ 

○15～24歳の未婚男性のうち 

７割 

２割 

          １割 

○アラサー（25～34 歳）の 
男性 

恋愛に積極派は？ 

既婚者 53.4％ 

未婚者 23.1％ 

○恋愛に積極派の 
男性の割合 

（ルックス・見た目に） 

自信がある  50.5％ 

自信はない  22.6％ 

○恋愛に積極派の男性の 
割合（20～34歳社会人） 

（経済力に）   

自信がある  51.2％ 

自信はない  30.0％ 

○生活に満足 
      
 

○恋人がいる友人がうらや
ましい（15～34 歳未婚） 

         

○ポジティブ・積極的なほうだ 
（20～34歳社会人） 

 

ご照会先 

㈱明治安田生活福祉研究所 

生活設計研究部 

力石(ﾁｶﾗｲｼ)･ 横田・上條・ 

瀬在(ｾｻ゙ ｲ)･木下川(ｷﾈｶ゙ ﾜ) 

本調査内容の引用・転載をご希望の場合は、下記まで
ご連絡いただきますようお願いいたします。 
電 話：03（6261）6411  FAX：03（3511）3200 
Ｅﾒｰﾙ： chikaraishi@myilw.co.jp 
          yokota@myilw.co.jp 
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恋愛に消極派 
（草食系） 
恋愛に積極派   
 
恋愛に無関心派 

男性 女性

恋愛に
消極派
（草食系）

65.0％ 77.8％

男性 女性

恋愛に
積極派

59.9％ 58.3％

恋愛に
無関心派

36.9％ 50.5％

男性 女性

両親が
とても円満 55.6％ 49.9％

両親が
とても不仲

36.4％ 31.5％
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15～34 歳の男女について、恋愛・男女交際へのスタンスを「恋愛に積極派」「恋愛に消極派（草

食系）」「恋愛に無関心派」の３タイプで見た場合、「交際経験の有無」「恋人や結婚相手を探す活動経

験の有無」「ルックスや経済力への自信の有無」「ポジティブ思考で積極的に行動するかどうか」など

の行動スタイルに違いが見られました。 

 

　　【男性】 　　【女性】

58.6 

55.6 

17.4 

13.4 

35.3 

49.0 

40.8

0

30

60

90

交際経験

がある

恋人や結

婚相手を

探す活動
経験あり

ルックス

に自信

あり

経済力に

自信あり

（社会人）

ポジティ

ブ思考で

積極的に
行動する

1人より友

人と遊ぶ

ほうが多
かった

異性との

会話は苦

手でない

（％）
【恋愛に消極派
（草食系）】

28.9 

14.6 
8.0 

7.9 

23.1 
31.3 

36.2

0

30

60

90

交際経験

がある

恋人や結

婚相手を

探す活動
経験あり

ルックス

に自信

あり

経済力に

自信あり

（社会人）

ポジティ

ブ思考で

積極的に
行動する

1人より友

人と遊ぶ

ほうが多
かった

異性との

会話は苦

手でない

（％）
【恋愛に無関心派】

92.8 

71.8 

36.8 

14.7 

54.7 

70.9 

74.6

0

30

60

90

交際経験

がある

恋人や結

婚相手を

探す活動
経験あり

ルックス

に自信

あり

経済力に

自信あり

（社会人）

ポジティ

ブ思考で

積極的に
行動する

1人より友

人と遊ぶ

ほうが多
かった

異性との

会話は苦

手でない

（％）【恋愛に積極派】

71.2 

62.0 

22.0 

11.7 

34.9 
57.8 

45.2

0

30

60

90

交際経験

がある

恋人や結

婚相手を

探す活動
経験あり

ルックス

に自信

あり

経済力に

自信あり

（社会人）

ポジティ

ブ思考で

積極的に
行動する

1人より友

人と遊ぶ

ほうが多
かった

異性との

会話は苦

手でない

（％）【恋愛に消極派

（草食系）】

38.9 

28.0 

12.5 

8.0 

27.6 

40.1 

37.4 

0

30

60

90

交際経験

がある

恋人や結

婚相手を

探す活動
経験あり

ルックス

に自信

あり

経済力に

自信あり

（社会人）

ポジティ

ブ思考で

積極的に
行動する

1人より友

人と遊ぶ

ほうが多
かった

異性との

会話は苦

手でない

（％）
【恋愛に無関心派】

89.0 

80.1 

40.0 

26.2 

66.8 

69.7 

74.0 

0

30

60

90

交際経験

がある

恋人や結

婚相手を

探す活動
経験あり

ルックス

に自信

あり

経済力に

自信あり

（社会人）

ポジティ

ブ思考で

積極的に
行動する

1人より友

人と遊ぶ

ほうが多
かった

異性との

会話は苦

手でない

（％）【恋愛に積極派】

恋愛・男女交際へのスタンスと行動スタイル 
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＜ 調査の概要 ＞ 

（１）調査対象： 全国の 15～34 歳の男女。 

ただし、質問により対象の年齢層が異なる場合があります。 

（２）調査方法： WEB アンケート調査（株式会社マクロミル登録モニター対象） 

（３）調査時期： 2017 年 3月 17 日～3月 21 日 

（４）回 収 数： 10,304 人 

（５）サンプルの属性                     

 

 

 

 

 

 

 

（注）本調査における「未婚者」は結婚経験がない人を指します。 

（６）サンプル数について 

この調査では、上記の属性ごとに相当数のサンプルを収集して分析を行なうことを目的

としています。そのため、当資料では人口比などによる補正は行なっておりません。 

 

  

既婚者

男性 618 258 － － 876

女性 618 258 － － 876

男性 － 927 567 － 1,494

女性 － 927 567 － 1,494

男性 － － 824 567 1,391

女性 － － 824 567 1,391

男性 － － 824 567 1,391

女性 － － 824 567 1,391

計 1,236 2,370 4,430 2,268 10,304

未婚者(注）

計
高校生

大学生等
（大学・大学

院・短大・

専門）

社会人 社会人

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳
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Ⅰ．交際と結婚 ～告白と恋人～   

１． 交際にあたり、結婚を意識する程度 ～交際は結婚の前提か～ ................... ７ページ 

◎アラサーの２割は「結婚したい人としか交際しない」 

◎アラサーの男性４人に１人・女性６人に１人は「結婚と交際とは別」 

◎交際経験がない理由 

【男性】３人に１人が「どのように交際すればよいかわからない」 

【女性】３人に１人が「交際したい男性に出会わなかった」 

２．交際したいと思う異性と告白の有無 ................................................................. 10 ページ 

◎交際相手がいないアラサーの８割が「恋人にしたいと思う異性はいない」 

◎告白しない理由…交際相手との関係悪化への不安 

３．“仲の良い恋人未満の異性”の実態 ................................................................... 12 ページ 

◎仲の良い恋人未満の異性がいるのはアラサー男女の４割 

◎しかし、「相手に恋愛感情を抱いてないから」恋人にまで発展しないアラサーが 

男性３割・女性４割 

 

Ⅱ．恋愛・男女交際へのスタンス   

１．恋愛・男女交際へのスタンス 

 ～恋愛に積極派・恋愛に消極派（草食系）・恋愛に無関心派～ ........................ 15 ページ 

◎10 代後半・20代前半の男性の７割が草食系 

◎既婚者のほうが恋愛に積極派の割合が高い（既婚男性 53.4％・未婚男性 23.1％） 

２． 働き方・年収と恋愛・男女交際へのスタンス ............................................... 17 ページ 

◎高年収の男性は恋愛・男女交際に積極的 

◎恋愛に無関心派の女性６割が「長く働き続けたい」 

３． ルックス・経済力の自信と恋愛・男女交際へのスタンス .............................. 20 ページ 

◎ルックス・収入に自信のある人は恋愛・男女交際に積極的 

４． 思考・行動のスタイル、他人との距離感と恋愛・男女交際へのスタンス ...... 22 ページ 

◎恋愛に積極派の男性７割・女性５割がポジティブ思考・積極行動派 

◎恋愛に積極派男女の６割は生活に満足 

◎草食系の男性４割が「自分１人のときが一番心地よい」 
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Ⅲ．恋愛・男女交際の実態  ～草食系を中心に～   

１． 草食系と異性の友人の有無 .......................................................................... 25 ページ 

◎異性の友人が多くいる草食系は２割 

◎仲の良い恋人未満の異性がいるのは草食系で３人に１人 

２． 草食系の本音 .............................................................................................. 27 ページ 

◎草食系の男性７割が自分の恋愛・男女交際の現状を「情けない・嫌だ」 

◎草食系の男性７割・女性８割が「恋人がいる友人をうらやましく思う」 

３． 恋人との交際経験と出会うための活動 ......................................................... 29 ページ 

◎恋人との交際経験がない草食系は男性４割・女性３割 

◎今、恋人がいなくても「欲しい」と思う草食系は男性７割・女性８割 

４． どんな人と交際する？ ................................................................................. 32 ページ 

◎４人に１人は結婚相手として本命ではない異性をキープした経験あり 

◎結婚したい人としか交際しないアラサー草食系は、男性 19.6％・女性 17.4％ 

 

Ⅳ．中学生・高校生の頃の環境と恋愛・男女交際への意識   

１． 友人との関わりと男女交際 .......................................................................... 34 ページ 

◎恋愛に積極的な友人が身近に少なかった男性の５割は、恋人との交際経験がない 

◎１人遊びが多かった男性は、仲の良い恋人未満の異性も恋人もできにくい！？ 

◎１人遊び派の男性の 81.3％が恋愛に消極的、または興味がない 

２．失敗を避けることを重視した育てられ方と恋愛・男女交際への意識 ............. 38 ページ 

◎失敗を避けることを重視して育てられると、恋愛にも消極的、または興味がない 

傾向に！？ 

３． 両親の仲の良さと現在のライフスタイル・生活意識 .................................... 39 ページ 

 ◎両親が円満な人ほど「ポジティブ思考」 

◎両親が円満な人ほど「生活に満足」 

◎両親が不仲な人ほど「１人でいるのが心地よい」 
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１． 異性とのコミュニケーションが苦手な人の男女交際..................................... 42 ページ 

◎男性は２人に１人が「異性と話すのが苦手」 

◎異性と話すのが苦手な男性の４割・女性の３割が「どのように男女交際すればよいか、 

よくわからない」 

◎異性と話すのが苦手な男女の５割が「ふられるのが目に見えている」から告白しない 

 

Ⅵ．既婚者の独身時代の意識と未婚者の意識   

１．既婚者の独身時代の意識と未婚者の意識 ....................................................... 45 ページ 

◎未婚者より既婚者のほうが「ルックス・見た目に自信がある」 

（既婚男性 32.3％・未婚男性 18.4％） 

◎未婚者より既婚者のほうが「物事をポジティブに考えて積極的に行動する」 

（既婚男性 56.7％・未婚男性 35.4％） 

◎既婚者より未婚者のほうが「自分と同等かそれ以上の学歴・収入等の異性と結婚したい」

（既婚女性 68.0％・未婚女性 78.2％） 

 

Ⅶ．本リリースの最後に   

本リリースの最後に .............................................................................................. 48 ページ 
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Ⅰ．交際と結婚 ～告白と恋人～   

１．交際にあたり、結婚を意識する程度 ～交際は結婚の前提か～ 

◎ アラサー（注）の２割は「結婚したい人としか交際しない」 

◎ アラサー（注）の男性４人に１人・女性６人に１人は「結婚と交際とは別」 

◎ 交際経験がない理由 

【男性】３人に１人が「どのように交際すればよいかわからない」 

【女性】３人に１人が「交際したい男性に出会わなかった」 

（注）本リリースでは「アラサー」は「20 代後半」および「30 代前半」を指します。 

 アラサーの男性４人に１人・女性６人に１人は「結婚と交際とは別」   

交際と結婚の関係をどのように考えているかたずねたところ、結婚を少しでも意識してい

る人（「交際する際には将来結婚することも考える」＋「結婚したいと思える人としか交際し

ない」）の割合は、20代後半で最も高くなり（男性 75.1％・女性 82.6％）、30 代前半も 20 代

後半とほぼ同水準となっています。 

また、「交際する際に結婚のことは全く意識していない」割合は、20 代後半以上の男性の約

４人に１人（20 代後半 24.9％・30代前半 25.0％）・女性の約６人に１人（20 代後半 17.4％・

30 代前半 17.7％）となっています（図表１）。 

 

図表１ 交際と結婚の関係をどのように考えているか（15～34 歳） 
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 現在の交際相手との結婚を強く意識するのは 20 代後半から！？ 

現在恋人がいる未婚者に対して、恋人との結婚についてどう考えているかをたずねたとこ

ろ、すでに婚約中の割合は 20 代前半では男性 3.8％・女性 7.6％にとどまりますが、20代後

半では男性 17.2％・女性 20.7％と高くなっています。 

また、男性では「近いうちにプロポーズしたいと思っている」が 20代前半の 8.9％から 20

代後半 17.2％、30 代前半には 25.7％となり、結婚への意識が高まることがわかります。 

「プロポーズを待っている」女性は、20代前半の 14.6％に対し、20代後半は 35.2％と 20.6

ポイント高くなっていますが、30代前半になると 26.2％と 9.0 ポイント低くなっています。

これは、30 歳という節目を意識して、それまでに結婚する女性たちの存在が背景のひとつと

して考えられます。 

また、30代前半女性で近い将来の結婚を前提としない交際の割合は 53.1％で、30代前半男

性もほぼ同水準でした（図表２）。 

 

図表２ 現在の恋人と結婚を考えているか（恋人がいる 15～34 歳の未婚者） 
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男性 全体（n=1,063）

10代後半（n=  175）

20代前半（n=  451）

20代後半（n=  250）

30代前半（n=  187）

女性 全体（n=1,527）

10代後半（n=  208）

20代前半（n=  628）

20代後半（n=  386）

30代前半（n=  305）

婚約中 結婚したい相手で

近いうちにプロ

ポーズしたい

と思っている

結婚したい相手で

プロポーズを

待っている

将来、結婚したい

と思っているが

まだ早いと思う

結婚の可能性

はあるが、まだ

具体的には

考えられない

相手のことを

結婚対象とは

考えていない

現在結婚自体

を考えていない

ので、相手を

結婚相手として

みたことがない

独身主義

なので結婚は

考えていない

（％）

53.1％
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 交際経験がない理由  

交際経験がない未婚者に対して、交際経験がない理由をたずねたところ、男性では「ど

のように男女交際すればよいかよくわからない」割合が最も高く、「恋愛に全く関心がな

かった」と続きます。 

男性で「恋愛に全く関心がなかった」割合は、10代後半の 25.0％から 30代前半の 32.3％

と、年齢層が上がるにつれて高くなります。 

一方、女性では「これまでに交際したいと思う人に出会わなかった」割合が高い傾向に

あり、各年齢層で男性よりも高くなっています（図表３）。 

 

図表３ 交際経験がない理由（交際未経験である 15～34 歳の未婚者：複数回答） 

   

26.9 

25.9 

26.6 

35.0 

12.0 

22.8 

22.2 

25.1 

28.5 

34.7 

12.5 

25.3 

30.0 

25.1 

25.4 

36.8 

10.2 

23.2 

32.2 

28.2 

24.8 

31.5 

14.1 

18.1 

25.3 

28.0 

26.7 

34.0 

13.3 

20.0 

女性全体

（n=1,092）

10代後半

（n=  383）

20代前半

（n=  410）

20代後半

（n=  149）

30代前半

（n=  150）

（％）

34.4 

27.6 

26.1 

24.9 

18.2 

11.0 

32.9 

25.0 

26.9 

20.4 

19.5 

14.9 

34.5 

25.7 

26.4 

26.9 

17.5 

13.0 

36.0 

30.8 

25.5 

28.0 

15.4 

6.3 

35.0 

32.3 

24.7 

24.0 

20.5 

5.7 

男性全体

（n=1,548）

10代後半

（n=  416）

20代前半

（n=  583）

20代後半

（n=  286）

30代前半

（n=  263）

（％）

恋愛に全く関心が

なかった

どのように男女交際

すればよいか

よくわからない

これまでに

交際したいと思う人に

出会わなかった

告白されたことは

あるが、断ってしまった

告白されたことがなく、

自分から告白することも

できなかった

告白してもふられた
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２．交際したいと思う異性と告白の有無 

◎ 交際相手がいないアラサー（注）の８割が「恋人にしたいと思う異性はいない」 

◎ 告白しない理由…交際相手との関係悪化への不安 

（注）本リリースでは「アラサー」は「20 代後半」および「30 代前半」を指します。 

 交際相手がいないアラサーの８割が「恋人にしたいと思う異性はいない」  

現在恋人がいない未婚者に対して、恋人にしたいと思う異性がいるかたずねたところ、

「恋人にしたいと思う異性はいない」割合は、10代後半で男性 58.5％・女性 66.5％です。

30 代前半では男性 78.2％・女性 75.7％と、10代後半に比べて高くなっています。 

なお、20 代後半と 30代前半で「恋人にしたいと思う異性はいるがまだ告白していない」

人の割合は、男女ともに約２割でした（図表４）。 

図表４ 恋人にしたいと思う異性はいるか（恋人がいない 15～34 歳の未婚者） 

 

  

4.1 

5.3 

3.8 

3.1 

4.1 

3.4 

3.4 

3.5 

3.0 

3.7 

26.3 

36.2 

28.5 

19.9 

17.7 

24.0 

30.1 

22.9 

20.8 

20.6 

69.6 

58.5 

67.7 

77.0 

78.2 

72.6 

66.5 

73.7 

76.3 

75.7 

男性 全体（n=2,955）

10代後半（n=  701）

20代前半（n=1,043）

20代後半（n=  574）

30代前半（n=  637）

女性 全体（n=2,491）

10代後半（n=  668）

20代前半（n=  866）

20代後半（n=  438）

30代前半（n=  519）

恋人にしたいと思う異性がいて

すでに告白している

恋人にしたいと思う異性はいるが

まだ告白していない

恋人にしたいと思う

異性はいない

（％）
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 告白しない理由…交際相手との関係悪化への不安  

告白して恋人にしたい異性はいるものの、まだ告白していない人に対して、なぜ自分か

ら告白しないのかをたずねたところ、「告白することで今の関係が壊れることが怖い」「ふ

られるのが目に見えている」「まだ告白するタイミングではない」を理由とする人の割合

が、男女とも上位を占めました（図表５）。 

図表５  自分から告白しない理由 

（告白したい異性はいるがまだ告白していない 15～34 歳の未婚者：複数回答） 

 

  
44.2 

38.2 

27.8 

10.4 

16.4 

15.9 

48.3 

44.3 

26.4 

9.0 

18.4 

18.4 

50.0 

31.8 

24.7 

12.6 

16.2 

18.7 

31.9 

39.6 

35.2 

11.0 

17.6 

9.9 

36.4 

37.4 

29.9 

8.4 

12.1 

11.2 

女性全体（n=  597）

10代後半（n=  201）

20代前半（n=  198）

20代後半（n=   91）

30代前半（n=  107）

（％）

46.7 

40.7 

34.2 

15.3 

5.8 

6.6 

50.8 

42.5 

28.0 

14.6 

8.7 

8.3 

43.8 

40.7 

37.0 

19.2 

4.7 

7.4 

53.5 

36.0 

36.0 

14.0 

2.6 

5.3 

38.1 

41.6 

38.9 

8.0 

5.3 

1.8 

男性全体（n=  778）

10代後半（n=  254）

20代前半（n=  297）

20代後半（n=  114）

30代前半（n=  113）

（％）

まだ告白する

タイミングではない

好きな人から告白される

ようにアプローチして待っ

ている

何もしないで

好きな人から告白される

ことを待っている

今は恋愛よりも

自分の趣味や

仕事を優先したい

告白することで

今の関係が

壊れることが怖い

ふられるのが

目に見えている
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３．“仲の良い恋人未満の異性”の実態 

◎ 仲の良い恋人未満の異性がいるのはアラサー（注）男女の４割 

◎ しかし、「相手に恋愛感情を抱いてないから」恋人にまで発展しない 

アラサー（注）が男性３割・女性４割 

（注）本リリースでは「アラサー」は「20 代後半」および「30 代前半」を指します。 

 仲の良い恋人未満の異性がいる人はアラサーで４割  

未婚者に対して、恋人ではないが２人で会えるような仲の良い異性の友人がいるかたず

ねたところ、「いる」（「１人だけいる」＋「複数人いる」）割合は、男女ともに 20代前半

で最も高く、女性では約５割となっています。20 代後半と 30 代前半では男女ともに約４

割となっています（図表６）。 

図表６ 恋人ではないが２人で会えるような仲の良い異性の友人はいるか（15～34 歳の未婚者） 

 

  

14.3 

16.3 

14.1 

12.9 

14.1 

17.4 

17.0 

17.1 

17.0 

19.1 

26.2 

26.0 

29.0 

24.6 

22.9 

28.0 

22.9 

33.3 

27.4 

24.4 

59.5 

57.6 

57.0 

62.5 

63.0 

54.5 

60.0 

49.6 

55.6 

56.6 

男性 全体（n=4,018）

10代後半（n=  876）

20代前半（n=1,494）

20代後半（n=  824）

30代前半（n=  824）

女性 全体（n=4,018）

10代後半（n=  876）

20代前半（n=1,494）

20代後半（n=  824）

30代前半（n=  824）

1人だけいる 複数人いる いない

（％）（％）

37.5

37.0

44.4

43.4
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 仲の良い異性の友人とのおつき合いは、２人で食事を楽しむこと 

20～34 歳の未婚者で、恋人ではないが２人で会えるような仲の良い異性の友人がいる人に対

して、相手との関係をたずねたところ、男性では「メールや電話で頻繁にコミュニケーション

をとる」割合が女性より高く、女性では「２人だけで食事等に出かける」割合が男性より高く

なっています（図表７）。 

 

図表７ 恋人ではないが２人で会えるような仲の良い異性の友人との関係（20～34 歳の未婚者） 

 

  

35.1 

37.2 

30.1 

35.7 

25.3 

26.4 

25.4 

22.9 

17.9 

20.2 

16.8 

14.1 

20.4 

22.6 

19.7 

16.8 

38.2 

36.7 

41.4 

38.0 

44.7 

42.8 

45.1 

48.3 

8.8 

5.9 

11.7 

12.1 

9.5 

8.2 

9.8 

12.0 

男性 全体（n=1,257）

20代前半（n=  643）

20代後半（n=  309）

30代前半（n=  305）

女性 全体（n=1,477）

20代前半（n=  753）

20代後半（n=  366）

30代前半（n=  358）

メールや電話で頻繁に

コミュニケーションをとる

不満や悩みを

相談する

２人だけで食事等

に出かける

その他

（％）
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 「相手に恋愛感情を抱いてないから」恋人にまで発展しない 

恋人ではなく２人で会えるような仲の良い異性の友人がいる未婚者に対して、相手と恋

人関係に発展しない理由をたずねたところ、「相手に恋愛感情を抱いてないから」の割合

が男女ともに最も高く、「自分には別に恋人や好きな人がいるから」が続きます。 

また、「告白して今の関係が壊れるのが嫌だから」や「恋人になると面倒だから」は女

性より男性のほうが高い傾向です。男性のほうが恋愛に慎重な人が多いのかもしれません

（図表８）。 

図表８ 恋人未満から恋人にまで発展しない理由 

（恋人ではないが２人で会えるような仲の良い異性の友人がいる 15～34 歳の未婚者） 

 

 

  

25.7 

22.6 

26.6 

27.8 

25.2 

29.2 

26.3 

32.3 

28.7 

26.3 

11.1 

8.9 

11.0 

10.7 

14.4 

6.8 

5.7 

4.6 

8.2 

10.9 

34.1 

37.2 

35.5 

31.4 

30.2 

43.1 

41.4 

44.4 

43.7 

41.3 

8.4 

5.9 

8.9 

10.0 

8.9 

5.9 

5.4 

4.2 

7.4 

8.1 

16.5 

20.5 

14.6 

16.5 

15.7 

11.5 

14.9 

11.2 

10.1 

10.6 

4.2 

4.9 

3.4 

3.6 

5.6 

3.5 

6.3 

3.3 

1.9 

2.8 

男性 全体（n=1,628）

10代後半（n=  371）

20代前半（n=  643）

20代後半（n=  309）

30代前半（n=  305）

女性 全体（n=1,827）

10代後半（n=  350）

20代前半（n=  753）

20代後半（n=  366）

30代前半（n=  358）

自分には別に恋人や

好きな人がいるから

相手に別に恋人や

好きな人がいるから

相手に恋愛感情を

抱いてないから

恋人になると

面倒だから

告白して今の関係が

壊れるのが嫌だから

もともと恋人は

ほしくないから

（％）
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Ⅱ．恋愛・男女交際へのスタンス   

１． 恋愛・男女交際へのスタンス 

～恋愛に積極派・恋愛に消極派（草食系）・恋愛に無関心派～ 

◎ 10 代後半・20 代前半の男性の７割が草食系（注） 

◎ 既婚者のほうが恋愛に積極派の割合が高い（既婚男性 53.4％・未婚男性

23.1％） 

（注）本リリースでは「草食系」は本文中の「恋愛・男女交際に消極・受動的」を指します。 

 10 代後半・20 代前半の男性の７割が草食系 

15～24 歳の未婚者に対して、恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ、10 代後半・

20 代前半ともに男性は「恋愛・男女交際に消極・受動的」が約７割で、「恋愛・男女交際

に興味がない」の約１割とあわせると、恋愛・男女交際に積極・能動的ではない男性が約

８割となっています（図表９）。 

図表９ 恋愛・男女交際へのスタンス（15～24 歳の未婚者） 

 

  

21.4 

20.9 

21.8 

24.9 

21.2 

27.1 

66.7 

65.4 

67.4 

61.7 

61.2 

62.0 

11.9 

13.7 

10.8 

13.3 

17.6 

10.8 

男性 全体（n=2,370）

10代後半（n=  876）

20代前半（n=1,494）

女性 全体（n=2,370）

10代後半（n=  876）

20代前半（n=1,494）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）
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 既婚者のほうが恋愛に積極派の割合が高い 

25～34 歳の男女に対して、自身の恋愛・男女交際へのスタンスを未既婚別にたずねたと

ころ（既婚者は結婚前の意識について回答）、男性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」

の割合は、既婚者は 53.4％で未婚者の 23.1％より 30.3 ポイント高く、女性で「恋愛・男

女交際に積極・能動的」の割合は、既婚者は 46.8％で未婚者の 26.6％より 20.2 ポイント

高くなっています。特に男性で既婚者と未婚者の差は顕著です（図表 10）。 

図表10  恋愛・男女交際へのスタンス（25～34 歳：未既婚別） 

 

 

  

35.4 

53.4 

23.1 

34.8 

46.8 

26.6 

55.7 

45.6 

62.7 

57.8 

50.1 

63.1 

8.8 

1.1 

14.2 

7.4 

3.1 

10.3 

男性 全体（n=2,782）

既婚者（n=1,134）

未婚者（n=1,648）

女性 全体（n=2,782）

既婚者（n=1,134）

未婚者（n=1,648）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）
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２．働き方・年収と恋愛・男女交際へのスタンス 

◎ 高年収の男性は恋愛・男女交際に積極的 

◎ 恋愛に無関心派の女性６割が「長く働き続けたい」 

 働き方や就学状況で、恋愛・男女交際へのスタンスは異なる 

現在の働き方や就学状況別に、恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ（既婚者

は結婚前の意識について回答）、男性の「正規雇用」「自営・自由業」と女性の「専業主婦」

で「恋愛・男女交際に積極・能動的」の割合が高くなっています。一方で、「無職・その

他」で「恋愛・男女交際に積極・能動的」の割合が低く、特に男性では「恋愛・男女交際

に興味がない」の割合が 28.9％と高くなっています（図表 11）。 

図表11  恋愛・男女交際へのスタンス（15～34 歳：働き方・就学状況別） 

 

 

  

39.6 

18.3 

34.1 

20.4 

10.0 

32.4 

31.6 

31.9 

46.9 

23.1 

17.3 

55.3 

64.4 

52.9 

67.8 

61.1 

61.2 

59.0 

51.4 

49.5 

62.5 

62.8 

5.1 

17.3 

13.0 

11.8 

28.9 

6.4 

9.3 

16.7 

3.6 

14.4 

19.9 

男性 正規雇用（n=2,417）

契約・派遣 パート・アルバイト（n=  475）

自営・自由業（n=  138）

学生（n=1,803）

無職・その他（n=  311）

女性 正規雇用（n=1,409）

契約・派遣 パート・アルバイト（n=  942）

自営・自由業（n=   72）

専業主婦（n=  695）

学生（n=1,803）

無職・その他（n=  231）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）
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 男性は年収が高いほど、恋愛・男女交際に積極的 

20～34 歳の社会人に対して、恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ（既婚者は

結婚前の意識について回答）、男性の場合、年収が高いほど「恋愛・男女交際に積極・能

動的」の割合が高く、「恋愛・男女交際に消極・受動的」と「恋愛・男女交際に興味がな

い」が低い傾向にあることがわかりました。 

一方、女性の場合は「専業主婦」が含まれる無収入の場合に「恋愛・男女交際に積極・

能動的」が 41.9％となりましたが、その他の年収区分では大きな差は見られませんでした

（図表 12）。 

図表12   恋愛・男女交際へのスタンス（20～34 歳の社会人：年収別） 

 

  

34.4 

8.2 

23.8 

39.1 

48.0 

34.6 

41.9 

32.8 

31.8 

30.7 

56.9 

67.7 

61.7 

56.0 

48.1 

57.8 

51.6 

58.9 

61.2 
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男性 全体（n=3,103）

無収入（n=  158）

300万円未満（n=  977）

300万円以上500万円未満（n=1,382）

500万円以上（n=  586）

女性 全体（n=3,116）

無収入（n=  711）

300万円未満（n=1,647）

300万円以上500万円未満（n=  657）

500万円以上（n=  101）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）
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 恋愛に無関心派の女性６割が「長く働き続けたい」 

20～34 歳の社会人女性に対して、今後のキャリア志向についてたずねたところ、「恋愛・

男女交際に興味がない」女性のうち、63.6％が「長く働き続けたい」と回答し、「恋愛・

男女交際に積極・能動的」「恋愛・男女交際に消極・受動的」な女性に比べて、仕事への

意欲の高さがうかがえました（恋愛・男女交際へのスタンスについては、既婚者は結婚前

の意識について回答）（図表 13）。 

図表13  女性のキャリア志向（20～34 歳の社会人女性：恋愛・男女交際スタンス別） 
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49.9 
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4.7 
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女性 全体（n=3,349）

恋愛・男女交際に

積極・能動的（n=1,143）

恋愛・男女交際に

消極・受動的（n=1,945）

恋愛・男女交際に

興味がない（n=  261）

専業主婦になりたい 幹部・管理職になりたい 長く働き続けたい 起業したい

（％）
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３．ルックス・経済力の自信と恋愛・男女交際へのスタンス 

◎ ルックス・収入に自信のある人は恋愛・男女交際に積極的 

 ルックス・見た目に自信がある男性の５割・女性の４割が恋愛・男女交際に積極・能動的 

恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ、男性の「恋愛・男女交際に積極・能動

的」の割合は、「ルックス・見た目に自信がある」人が 50.5％で、「ルックス・見た目に自

信があるとは言えない」人の 22.6％より 27.9 ポイント高くなっています（既婚者は結婚

前の意識について回答）。また、女性の「恋愛・男女交際に積極・能動的」の割合は、「ル

ックス・見た目に自信がある」人が 43.7％で「ルックス・見た目に自信があるとは言えな

い」人の 25.7％より 18.0 ポイント高くなっています。ルックス・見た目に自信がある人

ほど恋愛・男女交際に積極的な人が多いようです（図表 14）。 

図表14  恋愛・男女交際へのスタンス（15～34 歳：ルックス・見た目に自信があるか否か別） 

 

  

29.0 

50.5 

22.6 

30.3 

43.7 

25.7 

60.8 

45.9 

65.2 

59.6 

51.4 

62.4 

10.2 

3.5 

12.2 

10.1 

4.9 

11.9 

男性 全体（n=5,152）

ルックス・見た目に

自信がある（n=1,184）

ルックス・見た目に

自信があるとは言えない（n=3,968）

女性 全体（n=5,152）

ルックス・見た目に

自信がある（n=1,315）

ルックス・見た目に

自信があるとは言えない（n=3,837）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）
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 収入などの経済力への自信と恋愛・男女交際へのスタンス 

20～34 歳の社会人に、恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ、男性の「恋愛・

男女交際に積極・能動的」の割合は、「経済力に自信がある」人が 51.2％で「経済力に自

信があるとは言えない」人の 30.0％より 21.2 ポイント高くなっています（既婚者は結婚

前の意識について回答）。また、女性の「恋愛・男女交際に積極・能動的」の割合は、「経

済力に自信がある」人が 40.3％で「経済力に自信があるとは言えない」人の 33.3％より

7.0 ポイント高くなっています。特に男性は経済力に自信がある人ほど恋愛・男女交際に

積極的な人が多いようです（図表 15）。 

図表15  恋愛・男女交際へのスタンス（20～34 歳の社会人：経済力に自信があるか否か別） 

 

  

33.6 

51.2 

30.0 

34.1 

40.3 

33.3 

56.9 

44.4 

59.5 

58.1 

54.7 

58.6 

9.4 

4.3 

10.5 

7.8 

5.0 

8.2 

男性 全体（n=3,349）

経済力に自信がある（n=  576）

経済力に自信がある

とは言えない（n=2,773）

女性 全体（n=3,349）

経済力に自信がある（n=  417）

経済力に自信がある

とは言えない（n=2,932）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）
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４．思考・行動のスタイル、他人との距離感と恋愛・男女交際へのスタンス 

◎ 恋愛に積極派の男性７割・女性５割がポジティブ思考・積極行動派 

◎ 恋愛に積極派男女の６割は生活に満足 

◎ 草食系（注）の男性４割が「自分１人のときが一番心地よい」 

（注）本リリースでは「草食系」は本文中の「恋愛・男女交際に消極・受動的」を指します。 

 恋愛に積極派にはポジティブ思考・積極行動派が多い 

物事をポジティブに考えて積極的に行動するほうかをたずねたところ、「どちらかと言

えばあてはまる」と回答した割合が、男性の場合、「恋愛・男女交際に積極・能動的」66.8％・

「恋愛・男女交際に消極・受動的」35.3％・「恋愛・男女交際に興味がない」23.1％であ

り、女性の場合「恋愛・男女交際に積極・能動的」54.7％・「恋愛・男女交際に消極・受

動的」34.9％・「恋愛・男女交際に興味がない」27.6％となりました（既婚者は結婚前の

意識について回答）（図表 16）。 

図表16  ポジティブ思考・積極行動派か（15～34 歳：恋愛・男女交際スタンス別） 

 

 

 

  

43.2 

66.8 

35.3 

23.1 

40.2 

54.7 

34.9 

27.6 

56.8 

33.2 

64.7 

76.9 

59.8 

45.3 

65.1 

72.4 

男性 全体 （n=5,152）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=1,494）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=3,130）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  528）

女性 全体 （n=5,152）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=1,560）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=3,071）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  521）

どちらかと言えばあてはまる どちらかと言えばあてはまらない

（％）



23 

 

 恋愛に積極派は生活満足度が高い 

生活に満足しているかをたずねたところ、「どちらかと言えばあてはまる」の割合は、

男性の場合、「恋愛・男女交際に積極・能動的」59.9％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」

49.0％・「恋愛・男女交際に興味がない」36.9％、女性の場合、「恋愛・男女交際に積極・

能動的」58.3％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」51.5％・「恋愛・男女交際に興味がな

い」50.5％となりました（既婚者は結婚前の意識について回答）。恋愛・男女交際に積極

的な人のほうが、生活に満足している割合が高いようです（図表 17）。 

図表17  生活に満足しているか（15～34 歳：恋愛・男女交際スタンス別） 

 

  

50.9 

59.9 

49.0 

36.9 

53.5 

58.3 

51.5 

50.5 

49.1 

40.1 

51.0 

63.1 

46.5 

41.7 

48.5 

49.5 

男性 全体（n=5,152）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=1,494）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=3,130）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  528）

女性 全体（n=5,152）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=1,560）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=3,071）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  521）

どちらかと言えばあてはまる どちらかと言えばあてはまらない

（％）
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 恋愛・男女交際に消極的・興味がない人は、「自分１人の時間が一番心地よい」が多い 

誰といるときの時間が一番心地よいと感じるかをたずねたところ、「自分１人」が一番

心地よいと感じる人の割合は、男性の場合、「恋愛・男女交際に積極・能動的」23.4％・「恋

愛・男女交際に消極・受動的」43.8％・「恋愛・男女交際に興味がない」68.6％、女性の

場合、「恋愛・男女交際に積極・能動的」18.1％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」29.1％・

「恋愛・男女交際に興味がない」47.3％となり、差が見られました。恋愛・男女交際に対

して、消極・受動的であったり、興味がない人ほど、自分１人の時間を好む傾向にあるこ

とがうかがえます。自分１人の時間が心地よく、男女交際に積極的になれない人が多いの

かもしれません。 

恋愛・男女交際に積極・能動的な男女はともに約４割（男性 35.8％・女性 39.4％）が

恋人といるときの時間が一番心地よいと感じています。男性は「友人」27.7％、「自分１

人」23.4％と続きますが、女性では「自分１人」18.1％、「母親」17.6％と続きます。女

性にとって、一緒にいて心地よい「母親」の存在は「恋愛・男女交際に消極・受動的」・「恋

愛・男女交際に興味がない」ではさらに大きくなっています（「恋愛・男女交際に消極・

受動的」23.4％・「恋愛・男女交際に興味がない」24.7％）（図表 18）。 

 

図表18  誰といるときの時間が一番心地よいと感じるか 

（15～34 歳の未婚者：恋愛・男女交際スタンス別） 
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男性 全体（n=4,018）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=  889）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=2,613）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  516）

女性 全体（n=4,018）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=1,029）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=2,503）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  486）

自分１人 友人 恋人 母親 その他

（％）
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Ⅲ. 恋愛・男女交際の実態  ～草食系を中心に～   

１．草食系と異性の友人の有無 

◎ 異性の友人が多くいる草食系（注）は２割 

◎ 仲の良い恋人未満の異性がいるのは草食系で３人に１人 

（注）本リリースでは「草食系」は本文中の「恋愛・男女交際に消極・受動的」を指します。 

 恋愛・男女交際に積極的な人ほど、異性の友人も多い 

異性の友人は多いほうかたずねたところ、男女とも恋愛・男女交際に積極的な人ほど、

異性の友人が多いようです。「どちらかと言えばあてはまる」と回答した割合は、男性で

「恋愛・男女交際に積極・能動的」40.1％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」17.0％・「恋

愛・男女交際に興味がない」10.8％、女性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」37.2％・

「恋愛・男女交際に消極・受動的」17.6％・「恋愛・男女交際に興味がない」14.0％とな

りました（既婚者は結婚前の意識について回答）。恋愛・男女交際に消極・受動的な男女

でも約２割が「どちらかと言えばあてはまる」と回答しています（図表 19）。 

図表19  異性の友人が多いほうだ（15～34 歳：恋愛・男女交際スタンス別） 
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恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=3,130）
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恋愛・男女交際に

興味がない （n=  521）

どちらかと言えばあてはまる どちらかと言えばあてはまらない

（％）
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 ２人で会えるような仲の良い異性の友人はどれだけいるか 

現在恋人がいない未婚者に対して、恋人ではないが２人で会えるような仲の良い異性の

友人はいるかたずねたところ、「いる」（「１人だけいる」＋「複数人いる」）と回答した男性

は「恋愛・男女交際に積極・能動的」59.2％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」31.9％・

「恋愛・男女交際に興味がない」16.8％、女性は「恋愛・男女交際に積極・能動的」63.9％・

「恋愛・男女交際に消極・受動的」36.5％・「恋愛・男女交際に興味がない」26.3％とな

っています。男女ともに、恋愛・男女交際に積極的な人のほうが仲の良い異性の友人もい

ることはもちろん、たとえ「恋愛・男女交際に消極・受動的」であっても、男女とも約３

人に１人は、２人で会える仲の良い異性の友人がいるようです（図表 20）。 

 

図表20  恋人ではないが２人で会える仲の良い異性の友人はいるか              

（恋人がいない 15～34 歳の未婚者：恋愛・男女交際スタンス別） 
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積極・能動的 （n=  417）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=2,039）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  499）

女性 全体（n=2,491）

恋愛・男女交際に

積極・能動的 （n=  391）

恋愛・男女交際に

消極・受動的 （n=1,648）

恋愛・男女交際に

興味がない （n=  452）

1人だけいる 複数人いる いない

（％）
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２．草食系の本音 

◎ 草食系（注）の男性７割が自分の恋愛・男女交際の現状を「情けない・嫌だ」 

◎ 草食系（注）の男性７割・女性８割が「恋人がいる友人をうらやましく思う」 

（注）本リリースでは「草食系」は本文中の「恋愛・男女交際に消極・受動的」を指します。 

 草食系の男性７割が自分の恋愛・男女交際の現状に「情けない・嫌だ」 

現在恋人がいない未婚者で「恋愛・男女交際に消極・受動的」「恋愛・男女交際に興味

がない」人に対して、恋愛・男女交際に関する自身の現状をどう考えるかたずねたところ、

「情けない・嫌だ」と思うのは、恋愛・男女交際に消極・受動的な男性で 72.3％と、恋愛・

男女交際に興味がない男性の 27.5％より 44.8 ポイント高くなっています。女性も同様に

恋愛・男女交際に消極・受動的な女性は 75.9％で、恋愛・男女交際に興味がない女性の

39.2％より 36.7 ポイント高くなっています（図表 21）。 

恋愛・男女交際に消極・受動的な人の中では、男女交際における自分の現状を否定的に

捉えている人が多いようです。 

 

図表21  自分の恋愛・男女交際の現状をどう思うか（恋人がいない 15～34 歳で「恋愛・男女交際   

に消極・受動的」「恋愛・男女交際に興味がない」未婚者：恋愛・男女交際スタンス別） 
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 草食系の男性７割・女性８割が「恋人がいる友人をうらやましく思う」 

現在恋人がいない未婚者に対して、恋人がいる友人をうらやましく思うかたずねたとこ

ろ、「どちらかと言えばあてはまる」と回答した割合は、男性で「恋愛・男女交際に積極・

能動的」66.2％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」65.0％・「恋愛・男女交際に興味がな

い」20.0％、女性では「恋愛・男女交際に積極・能動的」75.4％・「恋愛・男女交際に消

極・受動的」77.8％・「恋愛・男女交際に興味がない」33.8％となっています。 

恋人がいる友人をうらやましく思う割合は、「恋愛・男女交際に消極・受動的」な人で

あっても、「恋愛・男女交際に積極・能動的」な人と同水準にあることがうかがえます。

一方、「恋愛・男女交際に興味がない」人では、「どちらかと言えばあてはまる」割合は相

対的に低く、男性の場合 20.0％で「恋愛・男女交際に消極・受動的」な人の 65.0％より

45.0 ポイント低くなっています（図表 22）。「恋愛・男女交際に消極・受動的」な人につ

いては、交際への気持ちはあるものの、なかなか行動に移せない人も多いようです。 

図表22  恋人がいる友人をうらやましく思うか 

（恋人がいない 15～34 歳の未婚者：恋愛・男女交際スタンス別） 
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３．恋人との交際経験と出会うための活動 

◎ 恋人との交際経験がない草食系（注）は男性４割・女性３割 

◎ 今、恋人がいなくても「欲しい」と思う草食系（注）は男性７割・女性８割 

（注）本リリースでは「草食系」は本文中の「恋愛・男女交際に消極・受動的」を指します。 

 恋人との交際経験がない草食系は男性４割・女性３割 

未婚者に対して、中学生以降の交際経験をたずねたところ、「０人」と回答した割合は、

男性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」11.0％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」41.4％・

「恋愛・男女交際に興味がない」71.1％、女性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」7.2％・

「恋愛・男女交際に消極・受動的」28.8％・「恋愛・男女交際に興味がない」61.1％とな

っています。男女ともに恋愛・男女交際に積極的な人ほど、交際を経験した人数も多いこ

とがわかります（図表 23）。 

 

図表23  これまで何人の恋人との交際経験があるか 

（15～34 歳の未婚者：恋愛・男女交際スタンス別） 
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 恋人のいない草食系の男性７割・女性８割が「恋人が欲しい」 

現在恋人がいない未婚者に対して、恋人が欲しいかたずねたところ、「欲しい」と回答

したのは、男性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」84.4％・「恋愛・男女交際に消極・

受動的」72.9％、女性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」83.9％・「恋愛・男女交際に

消極・受動的」79.5％となっています。一方、「恋愛・男女交際に興味がない」では男性

19.6％・女性 30.5％とかなり低くなっています（図表 24）。 

 

図表24  現在、恋人は欲しいか（恋人がいない 15～34 歳の未婚者：恋愛・男女交際スタンス別） 

 

 恋人や結婚相手と出会うための活動 

20～34 歳の社会人に対して、恋人や結婚相手と出会うために、どのような活動をしてい

るか（していたか）をたずねたところ、「過去一度も活動したことはない」と回答した割

合は、男性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」19.9％・「恋愛・男女交際に消極・受動

的」44.4％・「恋愛・男女交際に興味がない」85.4％、女性で「恋愛・男女交際に積極・

能動的」28.2％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」38.0％・「恋愛・男女交際に興味がな

い」72.0％となっています。「恋愛・男女交際に興味がない」男女の７～８割は、恋人や

結婚相手と出会う活動の経験がありませんでした。 

「恋愛・男女交際に積極・能動的」・「恋愛・男女交際に消極・受動的」の人の活動内容

としては、「友人に紹介を依頼」「合コン」「学生時代（クラス・サークル等）の知人で探

す」「ＳＮＳ」が多いようです（図表 25）。 
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図表25  恋人や結婚相手と出会うために、どのような活動をしているか（していたか） 

 

（20～34 歳の社会人：複数回答：恋愛・男女交際スタンス別） 
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４．どんな人と交際する？ 

◎ ４人に１人は結婚相手として本命ではない異性をキープした経験あり 

◎ 結婚したい人としか交際しないアラサー草食系（注）は、男性 19.6％・女性 17.4％ 

（注）本リリースでは「アラサー」は「20 代後半」および「30 代前半」を指し、「草食系」は本文中の 

「恋愛・男女交際に消極・受動的」を指します。 

 本命ではない異性との交友関係 

25～34 歳の男女に対して、結婚相手として本命ではない異性と交友関係を維持（キープ）

している・したことがあるかをたずねたところ、「している（したことがある）」と回答し

た割合は、男性で「恋愛・男女交際に積極・能動的」45.6％・「恋愛・男女交際に消極・

受動的」17.5％・「恋愛・男女交際に興味がない」9.3％、女性で「恋愛・男女交際に積極・

能動的」43.8％・「恋愛・男女交際に消極・受動的」24.9％・「恋愛・男女交際に興味がな

い」13.7％となっています（既婚者は結婚前の意識について回答）（図表 26）。 

図表26  結婚相手として本命ではない異性と交友関係を維持（キープ）している・したことは 

あるか（25～34 歳：恋愛・男女交際スタンス別） 
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 結婚したいと思える人としか交際しないアラサー草食系は２割 

25～34 歳の男女に対して、交際と結婚の関係をどのように考えるかたずねたところ、「結

婚したいと思える人としか交際しない」割合は「恋愛・男女交際に消極・受動的」の男女

ともに約２割（男性 19.6％・女性 17.4％）ですが、「恋愛・男女交際に興味がない」につ

いては相対的に高く、男性 35.4％・女性 30.7％となっています（恋愛・男女交際へのス

タンスについては、既婚者は結婚前の意識について回答）（図表 27）。 

図表27  交際と結婚の関係をどのように考えているか（25～34 歳：恋愛・男女交際スタンス別） 
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Ⅳ. 中学生・高校生の頃の環境と恋愛・男女交際への意識   

１．友人との関わりと男女交際 

◎ 恋愛に積極的な友人が身近に少なかった男性の５割は、恋人との交際経験がない 

◎ １人遊びが多かった男性は、仲の良い恋人未満の異性も恋人もできにくい！？ 

◎ １人遊び派の男性の 81.3％が恋愛に消極的、または興味がない 

 交際した恋人の人数 

 未婚者に対して、中学生以降の交際経験をたずねたところ、中高生の頃に恋愛に積極的

な友人が身近に「少なかった（少ない）」男性の 48.2％・女性の 35.1％は交際経験が全く

ない一方、「少なくはなかった（少なくない）」人で交際経験が全くない割合は、男性

23.1％・女性 16.5％にとどまっています（図表 28）。 

図表28  中学生以降、これまで何人の恋人との交際経験があるか 

（15～34 歳の未婚者：中高生の頃に恋愛に積極的な友人が身近に少なかったか否か別） 
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 ２人で会えるような仲の良い異性の有無 

現在恋人がいない未婚者に対して、２人で会える仲の良い異性の友人はいるかたずねた

ところ、「いる」（「１人だけいる」＋「複数人いる」）割合は、男性で中高生の頃に「１人

で遊ぶことが多かった（多い）」人は 25.6％で、「１人で遊ぶことが多くはなかった（多く

はない）」人の 42.7％より 17.1 ポイント低くなっています。また、女性でも中高生の頃に

「１人で遊ぶことが多かった（多い）」人は 31.8％で「１人で遊ぶことが多くはなかった

（多くはない）」人の 45.5％より 13.7 ポイント低くなっています。 

中高生の頃に１人で遊ぶことが多かった人ほど、２人で会える仲の良い異性の友人がい

る割合が低くなっています（図表 29）。 

図表29  恋人ではないが２人で会える仲の良い異性の友人はいるか              

（恋人がいない 15～34 歳の未婚者：中高生の頃に１人で遊ぶことが多かったか否か別） 
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 交際した恋人の人数 

 未婚者に対して、中学生以降、これまでの恋人との交際経験をたずねたところ、男女と

も中高生の頃に友人と遊ぶよりも「１人で遊ぶことが多かった（多い）」と回答した人は、

そうでない人より、恋人との交際経験がない割合が高い傾向にあることがわかりました。

友人との交流における積極性も、男女交際の現状に影響している様子がうかがえます（図

表 30）。 

図表30  中学生以降、これまで何人の恋人との交際経験があるか 

（15～34 歳の未婚者：中高生の頃に１人で遊ぶことが多かったか否か別） 

 

 

  

38.5 

49.1 

27.5 

27.2 

35.7 

20.7 

18.4 

18.7 

18.1 

18.5 

20.5 

16.9 

14.6 

12.8 

16.5 

15.2 

14.3 

15.9 

11.0 

9.1 

13.0 

13.7 

11.4 

15.5 

5.1 

2.9 

7.3 

8.8 

6.2 

10.8 

12.4 

7.4 

17.6 

16.6 

11.9 

20.2 

男性 全体 （n=4,018）

１人で遊ぶことが

多かった（多い） （n=2,043）

１人で遊ぶことが

多くはなかった（多くない） （n=1,975）

女性 全体 （n=4,018）

１人で遊ぶことが

多かった（多い） （n=1,740）

１人で遊ぶことが

多くはなかった（多くない） （n=2,278）

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上

（％）



37 

 

 １人で遊ぶことが多かった人のほうが、恋愛に消極的、または興味がない傾向 

恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ（既婚者は結婚前の意識について回答）、

中高生の頃に「１人で遊ぶことが多かった（多い）」人は、男女とも「恋愛・ 男女交際に

消極・受動的」と「恋愛・男女交際に興味がない」の合計の割合が高くなっています（男

性 81.3％・女性 78.0％）（図表 31）。 

図表31  恋愛・男女交際へのスタンス 

（15～34 歳：中高生の頃に１人で遊ぶことが多かったか否か別） 

 

  

29.0 

18.7 

38.0 

30.3 

22.0 

35.8 

60.8 

66.2 

56.0 

59.6 

62.9 

57.4 

10.2 

15.1 

6.0 

10.1 

15.1 

6.8 

男性 全体 （n=5,152）

１人で遊ぶことが

多かった（多い） （n=2,411）

１人で遊ぶことが

多くはなかった（多くない） （n=2,741）

女性 全体 （n=5,152）

１人で遊ぶことが

多かった（多い） （n=2,063）

１人で遊ぶことが

多くはなかった（多くない） （n=3,089）

恋愛・男女交際に

積極・能動的

恋愛・男女交際に

消極・受動的

恋愛・男女交際に

興味がない

（％）

81.3

78.0



38 

 

２．失敗を避けることを重視した育てられ方と恋愛・男女交際への意識 

◎ 失敗を避けることを重視して育てられると、恋愛にも消極的、または興味が 

ない傾向に！？ 

 失敗を避けることを重視して育てられると、恋愛にも消極的、または興味がない傾向

に！？ 

恋愛・男女交際へのスタンスをたずねたところ（既婚者は結婚前の意識について回答）、

男女とも中高生の頃に「失敗を避けることを重視した育て方をされてきた」人は「恋愛・

男女交際に消極・受動的」と「恋愛・男女交際に興味がない」の合計が男性 76.4％・女性

73.9％で、「失敗を避けることを重視した育て方をされてこなかった」人（男性 68.0％・

女性 67.6％）に比べて高くなっています（図表 32）。 

図表32  恋愛・男女交際へのスタンス 

（15～34 歳：中高生の頃に失敗を避けることを重視した育て方をされてきたか否か別） 
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３．両親の仲の良さと現在のライフスタイル・生活意識 

◎ 両親が円満な人ほど「ポジティブ思考」 

◎ 両親が円満な人ほど「生活に満足」 

◎ 両親が不仲な人ほど「１人でいるのが心地よい」 

 両親が円満な人ほどポジティブに考えて積極的に行動する割合が高い 

20～34 歳の社会人に対して、物事をポジティブに考えて積極的に行動するかたずねた

ところ（既婚者は結婚前の意識について回答）、自分が中高生の頃に両親が円満だった人

ほど「どちらかと言えばあてはまる」の割合が高くなっています。男性で「どちらかと言

えばあてはまる」と回答したのは、「両親がとても円満」だった場合の 55.6％に対し、「両

親がとても不仲」だった場合は 36.4％にとどまっています。女性も同様の傾向が見られ、

「両親がとても円満」だった場合の 49.9％に対し、「両親がとても不仲」だった場合は

31.5％でした（図表 33）。 

図表33 物事をポジティブに考えて積極的に行動するか 

（20～34歳の社会人：中高生の頃の両親の円満度合い別） 
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両親がとても不仲（n=  162）

女性 全体（n=2,960）

両親がとても円満（n=  746）
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 両親が円満な人ほど生活に満足している割合が高い 

20～34 歳の社会人に対して、生活に満足しているかたずねたところ（既婚者は結婚前の意

識について回答）、自分が中高生の頃に両親が円満だった人ほど「どちらかと言えばあてはま

る」の割合が高くなっています。男性で「どちらかと言えばあてはまる」と回答したのは、

「両親がとても円満」だった人が 61.9％で「両親がとても不仲」だった人の 24.1％より 37.8

ポイント高くなっています。女性も同様の傾向が見られ、「両親がとても円満」だった人は

63.8％で「両親がとても不仲」だった人の 35.2％より 28.6 ポイント高くなっています（図

表 34）。 

図表 34 生活に満足しているか（20～34 歳の社会人：中高生の頃の両親の円満度合い別） 
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 両親が不仲な人ほど「自分１人でいるときが心地よい」割合が高い 

20～34 歳の未婚の社会人に対して、誰と一緒にいるときの時間が一番心地よいかたずねた

ところ、男性で「自分１人」と回答したのは、自分が中高生の頃に「両親がとても不仲」だ

った人が 55.0％で、「両親がとても円満」だった人の 37.6％より 17.4 ポイント高くなってい

ます。また、女性で「自分１人」と回答したのは「両親がとても不仲」だった人が 38.8％で

「両親がとても円満」だった人の 26.0％より 12.8 ポイント高くなっています（図表 35）。 

両親の仲の良さは、子どもが結婚や他者との関わりの中で感じる心地よさなど、対人関係

への意識と何らかの関係がありそうです。また、両親の仲が良かったほどポジティブ思考や

生活満足度の高い子どもが多い結果も見られ、両親の仲の良さが子どもにこれらの点で影響

をもたらしやすいのかもしれません。データで見ると、これらの傾向は特に男性に強く見ら

れました。 

図表 35 誰と一緒にいるときの時間が一番心地よいか 

（20～34 歳の未婚の社会人：中高生の頃の両親の円満度合い別） 
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Ⅴ. 異性とのコミュニケーションの苦手意識と男女交際   

１．異性とのコミュニケーションが苦手な人の男女交際 

◎ 男性は２人に１人が「異性と話すのが苦手」 

◎ 異性と話すのが苦手な男性の４割・女性の３割が「どのように男女交際すれ

ばよいか、よくわからない」 

◎ 異性と話すのが苦手な男女の５割が「ふられるのが目に見えている」から告

白しない 

 男性は２人に１人が「異性と話すのが苦手」 

異性と話すのは苦手かたずねたところ（既婚者は結婚前の意識について回答）、男女と

も年齢が低いほうが「異性と話すのは苦手だ」と回答した割合は高く、10代後半では男性

52.6％・女性 57.5％となっています。（図表 36）。 

図表 36 異性と話すのが苦手か（15～34 歳） 
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 異性とのコミュニケーションが苦手な人は、どう男女交際すればよいかわからない！！ 

未婚者で交際経験がない人に対して、交際経験がない理由をたずねたところ、異性と話

すのが苦手な人と、異性と話すのが苦手ではない人とで回答割合に最も差があったのは、

「どのように男女交際すればよいかよくわからない」でした（苦手な男性 39.9％・苦手で

はない男性 22.1％。苦手な女性 29.8％・苦手ではない女性 19.7％）（図表 37）。 

図表 37 交際経験がない理由 

（交際経験がない 15～34 歳の未婚者：複数回答：異性と話すのが苦手か否か別） 
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 異性と話すのが苦手な男女の５割が「ふられるのが目に見えている」から告白しない 

未婚者で、恋人にしたいと思う異性はいるものの、まだ告白してない人に対して、なぜ

自分から告白しないのかたずねたところ、異性と話すのが苦手な人と、そうでない人とで

回答割合に最も差があったのは、「ふられるのが目に見えている」でした（苦手な男性

51.2％・苦手ではない男性 28.6％。苦手な女性 47.5％・苦手ではない女性 30.0％）（図表

38）。 

 

図表 38 なぜ自分から告白しないのか（恋人にしたいと思う異性はいるが、まだ告白していない 

15～34 歳の未婚者：複数回答：異性と話すのが苦手か否か別） 
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Ⅵ．既婚者の独身時代の意識と未婚者の意識  

１．既婚者の独身時代の意識と未婚者の意識 

◎ 未婚者より既婚者のほうが「ルックス・見た目に自信がある」 

（既婚男性 32.3％・未婚男性 18.4％） 

◎ 未婚者より既婚者のほうが「物事をポジティブに考えて積極的に行動する」 

（既婚男性 56.7％・未婚男性 35.4％） 

◎ 既婚者より未婚者のほうが「自分と同等かそれ以上の学歴・収入等の異性と

結婚したい」（既婚女性 68.0％・未婚女性 78.2％） 

 未婚者より既婚者のほうが「ルックス・見た目に自信がある」 

25～34 歳の男女に対して、ルックス・見た目に自信があるかたずねたところ（既婚者

は結婚前の意識について回答）、既婚男性の「どちらかと言えばあてはまる」は 32.3％で、

未婚男性 18.4％より 13.9 ポイント高くなっています。既婚女性の「どちらかと言えばあ

てはまる」は 31.5％で、未婚女性の 26.0％より 5.5 ポイント高くなっています。男性の

ほうが女性に比べてその差は大きくなっています（図表 39）。 

図表 39 ルックス・見た目に自信があるか（25～34 歳：未既婚別） 
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 未婚者より既婚者のほうが「物事をポジティブに考えて積極的に行動する」 

25～34 歳の男女に対して、物事をポジティブに考えて積極的に行動するかたずねたとこ

ろ（既婚者は結婚前の意識について回答）、既婚男性の「どちらかと言えばあてはまる」

は 56.7％で、未婚男性の 35.4％より 21.3 ポイント高くなっています。既婚女性の「どち

らかと言えばあてはまる」は 45.4％で、未婚女性の 36.2％より 9.2 ポイント高くなって

います。男性のほうが女性に比べてその差は大きくなっています（図表 40）。 

図表 40 物事をポジティブに考えて積極的に行動するか（25～34 歳：未既婚別） 
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 既婚者より未婚者のほうが「自分と同等かそれ以上の学歴・収入等の異性と結婚したい」 

25～34 歳の男女に対して、自分と同等かそれ以上の学歴・収入等の異性と結婚したいか

たずねたところ（既婚者は結婚前の意識について回答）、未婚男性の「どちらかと言えば

あてはまる」は 46.1％で、既婚男性の 39.2％より 6.9 ポイント高くなっています。未婚

女性の「どちらかと言えばあてはまる」は 78.2％で、既婚女性の 68.0％より 10.2 ポイン

ト高くなっています。既婚同士・未婚同士を比べても、男性よりも女性のほうが自分と同

等かそれ以上の学歴・収入等の異性と結婚したいという割合は高いです（図表 41）。 

図表 41 自分と同等かそれ以上の学歴・収入等の異性と結婚したいか（25～34 歳：未既婚別） 

  

43.3 

39.2 

46.1 

74.0 

68.0 

78.2 

56.7 

60.8 

53.9 

26.0 

32.0 

21.8 

男性 全体（n=2,782）

既婚者（n=1,134）

未婚者（n=1,648）

女性 全体（n=2,782）

既婚者（n=1,134）

未婚者（n=1,648）

どちらかと言えばあてはまる どちらかと言えばあてはまらない

（％）
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Ⅶ．本リリースの最後に  

本リリースでは、“恋愛・男女交際における意識や実態”を、恋愛・男女交際へのスタンスや

普段の行動スタイル、多感な時期の生活環境など様々な切り口から分析を行ない、多くの興味深

いデータが得られました。 

 人々の恋愛観や結婚観を分析していくことは、未婚化・晩婚化、ひいては少子化の背景を分析

するにあたっての重要な視点のひとつと言えます。本リリースのデータを 10 代後半から 30 代前

半までの男女の意識や実態を探っていく上でのヒントや傾向をつかむための参考資料としていた

だければ幸甚です。 

 

 

 書籍『親子白書』刊行のお知らせ 
明治安田生活福祉研究所は、このたび、今どきの親子関係を知るための書籍『親子白書』

を、㈱きんざいから上梓いたしました。 

子どもとその親をめぐる環境や価値観などは、時代とともに変化しています。 

また、10代後半から20代の若者は、これから進学、就職、結婚といった人生の重大なイベ

ントを迎えます。今どきの子どもたちの働き方に対する意識、男女交際の在り様、婚活事情

などは親たちの10代、20代の頃とは様子が違っているようです。 

本書では、これから社会に羽ばたく子どもと一緒に語らうための話題や材料としていただ

けるよう、10代後半から20代の子どもの考え方、行動などの実態や環境について幅広くデー

タで描くことを試みています。 

なお、本書内容の一部は「東洋経済オンライン」の当社執筆記事でも好評連載中ですので 

ぜひともご覧ください。 

 

◆東洋経済オンライン 

公開日 タイトル URL 

2017年 2月 11日 大調査！ 親世代とこんなに違う､若者の恋愛観 http://toyokeizai.net/articles/-/157665 

2017年 2月 19日 大調査！ 20～30代独身「結婚のソントク勘定」 http://toyokeizai.net/articles/-/158816 

2017年 2月 25日 実際、「婚活」すれば何割が結婚できるのか http://toyokeizai.net/articles/-/159986 

2017年 3月 19日 10代男子がこうも｢友達の多さ｣に拘る理由 http://toyokeizai.net/articles/-/163413 

2017年 4月 16日 年収 1000万円以上で｢教育パパ｣は急増する http://toyokeizai.net/articles/-/167799 

2017年 6月 10日 男の子 4割に反抗期ナシ「今どき親子」の実態 http://toyokeizai.net/articles/-/175463 
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